
目標１　地域の人々の生活の場に、多様な看護の場があることを理解できる。

10点 ８点 ６点 ４点

1

各施設の目的、機能と役
割を述べることができ
る。

事前学習
実習記録
行動
言動

事前学習の知識をもと
に、実習オリエンテー
ションや実習体験を通し
て、施設の特徴や役割
について具体的に述べ
ることができる。

事前学習の知識をもと
に、実習オリエンテー
ションや実習体験を通し
て、施設の特徴や役割
について述べることが
できるが具体性が不足
している。

事前学習の知識をもと
に、実習オリエンテー
ションや実習体験を通し
て、施設の特徴や役割
について述べているが
一部不足がある。

実習オリエンテーション
や実習体験を通して、施
設の特徴や役割につい
て述べているが不足が
ある。

2

各施設を利用している
対象の特徴を理解でき
る。

実習記録
行動
言動

施設を利用している対
象に関心を寄せ、対象
の特徴を具体的に述べ
ることができる。

施設を利用している特
徴に関心を寄せ、、利用
している対象の一般的
な特徴を述べることが
できる。

施設を利用している対
象へ関心を寄せている
が、対象の特徴につい
て一部不足がある。

対象への関心が薄く、
偏った視点で対象を捉
えている。

3

地域にある看護の場と
生活の場のつながりが
理解できる。

事前学習
実習記録
行動
言動

地域の人々の生活の場
と看護の場がつながっ
ていることを、事前学習
および実習の体験をも
とに説明できる。

地域の人々の生活と看
護の場がつながってい
ることを実習の体験を
もとに説明できる。

地域の看護の場と生活
のつながりについて、断
片的な説明にとどまる。

地域にある看護の場に
ついて説明できない。

目標２　健康段階に応じた看護活動の場、機能及び役割を理解できる。

4

それぞれの場での看護
活動が理解できる。

実習記録
行動
言動

それぞれの場における
看護活動の内容につい
て、実習体験を踏まえて
具体的に述べることが
できる。

それぞれの場における
看護活動の内容を、実
習体験を踏まえて述べ
ることが概ねできる。

それぞれの場における
看護活動の内容を、実
習体験を踏まえて述べ
ることができるが一部
不足がある。

それぞれの場における
看護活動の内容につい
て、不足が多い。

5

看護の活動の場や内容
は対象によって変わるこ
ととを理解できる。

事前学習
実習記録
行動
言動

対象によって看護の活
動の場や内容がどのよ
うに変化するかを、事前
学習および実習での体
験をもとに説明できる。

対象によって看護の活
動の場や内容が変わる
ことを実習での体験を
もとに説明できる。

看護の活動内容が変わ
ることは理解している
が、対象との関連につ
いては断片的な説明に
とどまる。

看護の活動内容が対象
によって変わることを
説明できない。

6

自己の看護観 終了時課題 実習前と実習後を比較
して、自分が考える看護
について、新たな気づき
や考えの変化を体験を
もと記述できる。

実習前と実習後を比較
して、自分が考える看護
について、新たな気づき
や考えの変化を記述で
きる。

実習前と実習後を比較
して、自分が考える看護
について、新たな気づき
を記述しているが自己
の考えは欠けている。

実習前と実習後を比較
して、自分が考える看護
について、新たな気づき
自己の考えが記述でき
ていない。

目標３　看護学生として望ましい態度をとることができる（言葉遣い、身だしなみ、主体的な学習姿勢）。

7

専門職としての基本的
な態度

観察
行動
言動

看護学生として誠実に対応
できた。
□挨拶
□言葉遣い
□身だしなみ
□相手を尊重した態度

何れかに課題があったが、
改善できた。

何れかに課題が残るが、改
善の必要性に気付くことが
できた。

何れかに課題があり、自分
本位であった。

8

保健・医療・福祉チーム
の一員として責任を果
たす基本的行動

観察
行動
言動

責任を果たす基本的行動
がとれた。
□事故防止
□感染防止
□個人情報の取り扱い
□時間管理
□提出期限
□記録物の取り扱い

何れかに課題があったが、
改善できた。

何れかに課題があり、その
課題を繰り返した。または
何れかの課題により、相手
に影響を与える可能性が
あった。

何れかの課題により、相手
に影響を及ぼした。

9

報告・連絡・相談ができ
る。

観察
行動
言動

報告・連絡・相談が適切に
できた。
□時期（タイミング）
□内容
□方法（誰に、どのように）

何れかに課題があったが、
改善できた。

何れかに課題が残るが、改
善の必要性に気付くことが
できた。

何れかに課題があり、その
改善の必要性に気付くこと
ができない。

10

主体的な学習姿勢 事前学習
観察
行動
言動

教科書や参考書、授業資料
を用いて不足なく学習をし
て実習に臨んでいる。見通
しを立てた学習ができる。

教科書や参考書、授業資料
を用いて学習をして実習に
臨んでいる。実習中にわか
らなかった事柄について積
極的に質問し、教科書や参
考書等を用いて自ら学習し
ている。

教科書や参考書、授業資料
を用いて学習に取り組んで
いるが、やや不足がある。
かつ、実習中に分からな
かった事柄について、促さ
れれば質問や学習ができ
る。

学習に多く不足があり、学
習課題に取り組んでいな
い。かつ、実習中に課せら
れた課題に対して学習をし
ていない。

合計 合計

評定

基礎看護学実習Ⅰ　評価表 茨城県立看護大学校　看護学科

　実習期間：令和　　　  年　 　 　月　　　  日～　   　　月　　　  日

学籍番号・氏名

評価規準 評価対象
評価基準

学生

教員サイン

教員



基礎看護学実習Ⅰ 記録１ 

事前学習課題                          茨城県立看護大学校 看護学科       

      学籍番号           

１．実習施設の概要 

１．病院とは 

 

 

 

 

 

２．実習病院の概要 

※理念・基本方針・特徴・組織体制・診療科・病総数・職員職種・数など 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．訪問看護ステーションとは 

※目的、主なサービスの内容、利用対象者、職員、訪問看護ステーションのしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

３．笠間市（こども政策課・健康医療政策課・地域包括支援センター） 

※担当事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．看護職について 

専門看護師とは（定義・役割・資格取得の条件・専門分野） 

 

 

 

 

 

認定看護師とは（定義・役割・資格取得の条件・看護分野） 

 

 

 

 

 

特定行為に係る看護師の研修制度とは 

 

 

 

 

 

 

５．実習中に聞きたいことや確認したいこと 

 

 

 

 

 

 

 

６．実習に向けて準備すること【知識・技術・態度（健康状態含む）について考えよう】 



基礎看護学実習Ⅰ 記録２ 

実習（    ）日目                      茨城県立看護大学校 看護学科 

学籍番号            

本日の実習目標                           

                                               

時間 スケジュール 見学したこと 
（看護師・保健師・助産師が実施したこと） 

見学した内容から、 

感じたことや気づいたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本日の実習の学び 

 

 

 

 

 

 

指導者サイン 教員サイン 

 



基礎看護学実習Ⅰ 記録３ 

学内まとめ                                        茨城県立看護大学校 看護学科 

                                                         学籍番号                

 

＜テーマ＞ 「実習を通して学んだこと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

＜カンファレンス後の学び＞ 

「実習を通しての学び」について、カンファレンスを通して学んだことと自己の課題について記載しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基礎看護学実習Ⅰ 記録４ 

                     茨城県立看護大学校 看護学科       

学籍番号           

１．あなたが思う看護師の役割について自由に記入してください（実習前）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
１．あなたが思う看護師の役割について、実習での経験をふまえて現在の考えを記入してください（実

習後）。 

 


